
松山 智一展

雪月花のとき
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休館日│火曜日、年末年始［2023年12月25日（月）－2024年1月1日（月）］ ※2024年1月2日（火）は開館　9:00-17:00（入場は閉館の30分前まで）　主催│弘前れんが倉庫美術館
特別協力│KOTARO NUKAGA、MATSUYAMA STUDIO　特別協賛│スターツコーポレーション株式会社　協賛│株式会社大林組、株式会社NTTファシリティーズ　
後援│東奥日報社、デーリー東北新聞社、陸奥新報社、青森放送、青森テレビ、青森朝日放送、エフエム青森、FMアップルウェーブ、弘前市教育委員会　
Closed│Tuesdays and from Dec. 25, 2023 to Jan. 1, 2024.　Open on Tue, Jan. 2.　Opening hours:  9:00-17:00 (Last admission 30 minutes before closing)

2023年10月27日［金］－ 2024年3月17日［日］ 
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テキストボックス
配布資料２文化振興課



松松山山智智一一展展 雪雪月月花花ののときとき
MATSUYAMA Tomokazu: Fictional Landscape
松山智一（1976年生まれ）は、ニューヨークを拠点に活動し、鮮やかな色彩と精緻な描線による
絵画や、大規模なパブリック・アートとしての彫刻など、大胆さと繊細さを併せ持った作品を発表
しています。日本や中国、ヨーロッパなどの伝統的な絵画からの引用や、ファッション誌の切り
抜き、実在する消費社会の生産物や日常生活で慣れ親しんだ商品やロゴなど、さまざまなイメー
ジをサンプリングします。一見引用元が判別不可能なほど、複雑に組み合わされた大量のイメー
ジ群は、現代社会に生きるわたしたち一人一人の身体の奥底に蓄積された記憶の束が形を
持って現れたようでもあります。
本展は、松山がコロナ禍を前後する時期に制作した近作と本展で初めて発表される新作を中
心に、アーティストとしての進化と深化の過程を紹介するものであり、常に新しい文化を受け入れて
きた歴史が息づく街である弘前で、作家の新たな魅力を発見する機会となることでしょう。

観覧料［税込］│一般　1,300円（1,200円）　
大学生・専門学校生　1,000円（900円）　
※（）内は20名様以上の団体料金　※以下の方は無料：高校生以
下の方、弘前市内の留学生の方、満65歳以上の弘前市民の方、ひ
ろさき多子家族応援パスポートをご持参の方、障がいのある方と付
添の方1名　

Admission [tax included]│Adults 1,300yen (1,200yen)

University & College Students 1,000yen (900yen)　
* ( ) Price for a group over 20 people　Free of charge for high school 
students and under; international students in Hirosaki city; citizens of 
Hirosaki over 65, the disabled and one accompanying attendant

お問合わせ│弘前れんが倉庫美術館　
〒036-8188 青森県弘前市吉野町2-1 
Contact│Hirosaki Museum of Contemporary Art　
2-1 Yoshino-cho, Hirosaki City, Aomori, 036-8188 Japan　
Tel: 0172-32-8950　www.hirosaki-moca.jp

関連プログラム

松山智一×ユーストークセッション
日時│2023年10月29日（日）　
14:00-15:30（受付開始13:30）

会場│ライブラリー（無料、50名※事前予約優先）

学芸スタッフによるギャラリーツアー
日程│2023年11月12日（日）、12月24日（日）、
2024年1月21日（日）、3月17日（日）
時間│11:00-11:30（無料、要観覧券※事前予約不要）

鑑賞プログラム
  「じっくりと作品をみる会」
日程│2023年11月26日（日）、12月10日（日）、
2024年1月7日（日）、3月3日（日）
時間│14:00-14:45（無料、要観覧券※事前予約不要）

その他のプログラム

建築ガイドツアー
日程│2023年11月18日（土）、12月16日（土）、
2024年1月20日（土）、2月17日（土）、3月16日
（土）　時間│11:00－11:30（無料※事前予約不要）

美術館のお正月 2024
日程│2024年1月2日（火）、1月3日（水）

プログラム詳細や申し込み方
法は当館ウェブサイト等でご
確認ください。日程及び内容
が変更・中止になる場合があ
ります。 イベントの

詳細はこちら

関連イベント

当館に駐車場はございません。お車の方は近隣の有料駐車場をご利
用ください。
観覧料割引駐車場（2名まで、100円引きになります）

上土手町駐車場／アウトエア弘前／したどてスカイパーク／三井のリパー
ク弘前桶屋町／三井のリパーク弘前桶屋町第2／タイムズ中央弘前駅前

アクセス

松山智一
1976年岐阜県生まれ、ブルックリン在住。絵画
を中心に、彫刻やインスタレーション、大規模
なパブリックアートプロジェクトも手がける。近
年の主な個展に、「Accountable Nature」龍
美術館（上海／中国、2020年│重慶／中国、
2021年）などがある。

MATSUYAMA Tomokazu
Born in 1976 in Gifu Prefecture, Japan, and 
now based in Brooklyn, New York. While his 
primary medium is painting, he also creates 
sculptures, installations, and large-scale public 
art projects. Among his recent solo exhibitions 
is “Accountable Nature” showcased at the 
Long Museum in Shanghai, China in 2020, 
and in Chongqing, China in 2021.
https://www.matzu.net/

表  Front Image　《Hello Open Arms》2023／アクリル絵具・ミクストメディア、カンヴァス　
 Acrylic and mixed media on canvas／257×216cm／個人蔵　Private Collection
01  《People With People》2021／アクリル絵具・ミクストメディア、カンヴァス　Acrylic and mixed media on 
 canvas／213.3×426.7cm／セーニャ・アンド・カンパニー蔵　Collection of Senya & Company Co., Ltd.
02  《Wheels of Fortune》2020／スチール　Steel／258×400×150cm／個人蔵　Private Collection
03  《This is What It Feels Like》2023／FRP、木、スチール、エポキシ、ポリウレタン、アクリル、金箔　
 FRP, wood, steel, epoxy, polyurethane, acrylic, plastic and gold leaf／120×110×110cm／ 
 個人蔵　Private Collection
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MATSUYAMA Tomokazu (1976-) is a New York-based 
artist known for blending boldness with delicacy. 
This unique fusion is evident in his vibrant paintings 
marked by intricate lines, as well as in the large-scale 
public art sculptures he creates.
The exhibition, “MATSUYAMA Tomokazu: Fictional 
Landscape,” showcases Matsuyama ’s artist ic 
evolution and sophistication. It places a spotlight on 
his recent works, produced during the COVID-19 
pandemic, and introduces new pieces to the public 
for the first time. This event in Hirosaki, a city known for 
embracing new cultures, offers a unique opportunity 
to see the artist in a fresh perspective.

アクセスの
詳細はこちら




